
ICO複合指標価格の月次平均は2021年1月に0.9％上昇して115.73セントだった。日次の指標
価格は1月12日に113.01セントの安値を付け、その後 1月15日に118.19セントの高値に戻し
た。月の後半は114.82セントから117.71セントのレンジで推移した。1月のコーヒー価格
は、ブラジルアラビカの次回裏年（2021/22年度）に関する天候懸念と中央アメリカにおけ
るハリケーン影響が下支えとなった。
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1月のコーヒー価格はロブスタが下落しアラビカは上昇を続けた
2021年1月のICO複合指標価格は上昇を続け、月次平均は115.73セント（USセント/ポン
ド、以下同様）で先月より0.9％上昇した。すべてのアラビカ指標価格が上昇したが、ロブ
スタは1.8％下落して70.71セントだった。2020/21コーヒー年度経過3か月（10月から12
月）の輸出量は3,159万袋で、2019年10月から12月に比べ6.1％増加した。2020/21年度の
生産量推定は1.9％増の1億7,190万袋である。アラビカ生産は5.2％増の1億188万袋が見込
まれる。世界消費量は、ソーシャルディスタンシングの実施、家庭外でのコーヒー飲用の制
限、また世界的な経済活動が回復遅延により、2020/21年度は1.3％増の1億6,663万袋に止
まると予測される。需要の回復は予想されるものの、世界的な生産量の増加も予想されるた
め、2020/21年度末では527万袋の生産過剰の発生が予測されている。この予測は現在のと
ころ、2021年のコーヒー価格にネガティブな影響を及ぼす予想されているが、covid-19パ
ンデミックはこれまでに例のない急速な環境変化をもたらす状況が続いている。

図 1: ICO複合指標価格
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全てのアラビカグループの指標価格が2021年1月に上昇した。コロンビアマイルドは1.7％上
昇し173.42セント、アザーマイルドは1.8％上昇の160.69セントだった。その結果、コロン
ビアマイルドとアザーマイルドのディファレンシャルは0.8％拡大して12.73セントとなっ
た。これは2012年6月の15.98セント以降で最大である。ブラジルナチュラルは1.5％上昇し
116.69セント、ロブスタは70.71セントで2020年12月より1.8％下落した。

ニューヨークとロンドンの先物市場で測定された1月のアービトラージは8.1％上昇し67.05

セントだった。アラビカの認証在庫は15.1％増加の175万袋で4か月連続で増加し、ロブスタ
の認証在庫は240万袋で3.9％増加している。

ICO複合指標価格のボラティリティは、アラビカグループの全てが低下したため、12月対比
1.4ポイント低下し7％だった。一方、ロブスタの価格ボラティリティは1.6ポイント上昇し
7.7％である。コロンビアマイルドは1.9ポイント低下の6.7％、アザーマイルドは2.1ポイン
ト低下の7.1％、ブラジルナチュラルは2.9ポイント低下の9.3％だった。
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2020年12月の世界のコーヒー輸出量は1,097万袋で2019年12月に対して1.5％増加した。 
2020/21年度経過3か月での輸出量3,159万袋で前年同時期に対して6.1％増加している。この
期間のアラビカ輸出は14.1％増の2,095万袋、一方、ロブスタは6.8％減の1,064万袋だった。

2019/20年度の世界のコーヒー生産量は、ブラジルのアラビカ生産量減少により、前年対比
0.9％減の1億6,868万袋と推計されている。2020/21年では1.9％増の1億7,190万袋が見込ま
れ、内アラビカが5.2％増の1億188万袋と推定されている。増加要因として、ブラジルのア
ラビカ生産が表年にあたること、またコロンビアなど他の主要生産国での増産期待がある。
一方、ロブスタ生産量は、ベトナムの減少により、2.6％減の7,002万袋と予想されている。

アフリカ地域の2019/20年度コーヒー生産は0.5％増加して1,868万袋となったが、2020/21年
度は0.8％減の1,854万袋と予測されている。エチオピアは世界で第5位、アフリカでは最大
のコーヒー生産国で、2020/21年度の生産量は降雨量の改善と改植樹木の生産開始により
0.4％増の738万袋が見込まれる。ウガンダはアフリカ地域で2番目に大きいコーヒー生産国
で収穫量は2％増の562万袋と予想され3年連続の増加となる。生産が開始される若いコー
ヒー樹木は、ウガンダの生産量全体を継続して押し上げており、また生育時期での好天が
2020/21年度の収穫量増加に貢献している。地域で3番目の生産国であるコートジボワール
は8％減少し178万袋と推定されている。
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図 3: ニューヨークとロンドン先物市場の 
アービトラージ

0%

5%

10%

15%

Vo
la

til
ity

図 4: ICO複合指標価格のボラティリティ 
30日移動平均



4 Coffee Market Report – January 2021 

アジア・オセアニア地域の2020/21年度推定生産量は0.4％減の4,927万袋である。世界第2位
で地域最大の生産国であるベトナムの生産量は4.9％減の2,900万袋と見込まれる。不十分な
降雨量と価格の下落が農家のコーヒー生産に対する投資意欲を削いだことが生産量の低下を
招いている。一方、インドネシアの2020/21年度推定生産量は5.1％増の1,227万袋で、経過9
か月間（4-12月）での輸出は11.2％増の554万袋だった。インドの生産は過去3年間に19.4％
減少しているが、2020/21年度は雨季の大雨が収量と品質に影響する可能性はあるものの、
前年の干ばつに対して本年は十分な降雨が見込まれることから、14.7％増の570万袋と予想
さている。

中央アメリカ・メキシコ地域の生産量は過去2年間にわたる減少の後、2020/21年度は1,954
万袋の水準に留まると見込まれる。本年度の初頭、この地域はハリケーン「イオタ」と
「イータ」により甚大な被害を受けたが、復旧が進むにつれ地域のコーヒー生産が受けた影
響が明らかになるだろう。ホンジュラスはこの地域で最大の生産国であり過去2シーズンで
21.5％減少しているが、本年度の生産量は2.8％増の610万袋と予想されている。生産促進を
目指してホンジュラス政府は農家に肥料を提供している。生育時期に順調な天候に恵まれれ
収量改善を期待される。ハリケーン影響は全体像は未だ把握されていないが、暫定的な評価
によれば、生産地域の約3％が全体的または部分的に影響を受けており、インフラの破壊も
経済損失の可能性を高めていることが判明している。メキシコの生産量は0.8％増の400万
袋、グアテマラは4％増の375万袋と見込まれている。

南米地域の2020/21年度生産量は4.4％増の8,454万袋と予想され、他地域での生産量減少を
相殺し世界総生産量の49.2％を占める。ブラジルの生産量は当クロップイヤーに12.5％増の
6,958万袋と見込まれる。アラビカ生産は表年にあたり好天が収穫量を押し上げている。 
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今クロップイヤーの経過9か月（4-12月）輸出量は3,453万袋に達し、2019/20年度に対して
13.1％の増加、2018/19年度に対しては24.6％増加している。コロンビアの生産量は1.4％増
の1,430万袋と予測されている。ラニーニャによる生産量への悪影響懸念があり、特にセカ
ンドクロップ（mitaka crop)  では結実が十分では無かったが、コロンビアペソの対米ドル為
替下落が国内コーヒー価格を上昇させ農家の意欲的な収穫を促したこと、改植されたコー
ヒープランテーションでの収穫が本格化していることが収量が向上をもたらしている。

世界のコーヒー消費量は、2018/19年度に4.4％増加し1億6,849万袋になった後、2019/20年
度では2.4％減少し1億6,453万袋と推定されている。コーヒー需要の減少は、世界的の経済
活動の失速および年間を通じたソーシャルディスタンシングとロックダウンによるコーヒー
の家庭外消費の激減に起因している。

2020/21年においても引き続きソーシャルディスタンシングは実施され、世界経済の回復は
緩慢であることが予想されることから、コーヒーの世界的な需要の回復は限定的となろう。
世界のコーヒー消費量は1.3％増加して1億6,663万袋になると予測される。地域別の消費量
推計は、アフリカが1.8％増の1,224万袋、アジア・オセアニアは1.4％増の3,650万袋、中
米・メキシコは0.2％増の536万袋、ヨーロッパは1.2％増の5,435万袋、北米は1.4％増加の
3,099万袋、南アメリカは1％増の2,718万袋である。

コーヒー消費の回復が限定的であるのに対し、コーヒー生産は大幅な増加が見込まれるため
2020/21年度末には527万袋の生産過剰が見込まれる。年度の初めには、収穫作業の遅れや
ハリケーン「イータ」「イオタ」の影響懸念から供給の逼迫を生じたため短期的な価格の上
昇が生じている。しかしながら、2020/21年度においては通常収穫に加えてブラジルはアラ
ビカ生産の表年にあたり市場への供給量が潤沢であることから、価格上昇が年間を通じて続
く可能性は低い。需要レベルが現在の予想よりも早く回復しない限り、年度後半にコーヒー
価格が更に上昇することは限定的であろう。.



表 1: ICO 指標価格と先物価格 (US cents/lb))
ICO 

Composite

Colombian 

Milds Other Milds

Brazilian 

Naturals Robustas New York* London*

Monthly averages

Jan-20 106.89 147.52 142.19 110.73 70.55 117.05 61.03

Feb-20 102.00 146.43 135.50 102.62 68.07 106.69 59.02

Mar-20 109.05 158.99 148.33 112.87 67.46 116.09 57.39

Apr-20 108.91 161.92 154.52 111.22 63.97 115.55 54.40

May-20 104.45 154.96 149.84 101.69 64.53 107.54 54.67

Jun-20 99.05 147.16 141.52 92.56 64.62 99.50 54.77

Jul-20 103.66 153.38 146.78 97.96 67.69 106.20 57.92

Aug-20 114.78 167.22 163.25 111.79 72.68 120.98 62.89

Sep-20 116.25 168.36 166.56 113.81 72.77 122.08 63.35

Oct-20 105.85 154.28 152.06 100.37 68.36 110.70 59.14

Nov-20 109.70 161.21 150.73 106.41 72.38 115.48 62.82

Dec-20 114.74 170.44 157.81 114.96 72.04 124.46 62.41

Jan-21 115.73 173.42 160.69 116.69 70.71 127.59 60.54

% change between Dec-20 and Jan-21

0.9% 1.7% 1.8% 1.5% -1.8% 2.5% -3.0%

Volatility (%)

Jan-21 7.0% 6.7% 7.1% 9.3% 7.7% 9.5% 5.1%

Dec-20 8.4% 8.6% 9.2% 12.2% 6.1% 11.9% 6.5%

Variation between Dec-20 and Jan-21

-1.4 -1.9 -2.1 -2.9 1.6 -2.4 -1.4

* Average prices for 2nd and 3rd positions

表 2: 価格差 (US cents/lb)

Colombian 

Milds

Other Milds

Colombian 

Milds

Brazilian 

Naturals

Colombian 

Milds

Robustas

Other Milds

Brazilian 

Naturals

Other Milds

Robustas

Brazilian 

Naturals

Robustas

New York*

London*

Jan-20 5.33 36.79 76.97 31.46 71.64 40.18 56.02

Feb-20 10.93 43.81 78.36 32.88 67.43 34.55 47.67

Mar-20 10.66 46.12 91.53 35.46 80.87 45.41 58.70

Apr-20 7.40 50.70 97.95 43.30 90.55 47.25 61.15

May-20 5.12 53.27 90.43 48.15 85.31 37.16 52.87

Jun-20 5.64 54.60 82.54 48.96 76.90 27.94 44.73

Jul-20 6.60 55.42 85.69 48.82 79.09 30.27 48.28

Aug-20 3.97 55.43 94.54 51.46 90.57 39.11 58.09

Sep-20 1.80 54.55 95.59 52.75 93.79 41.04 58.73

Oct-20 2.22 53.91 85.92 51.69 83.70 32.01 51.56

Nov-20 10.48 54.80 88.83 44.32 78.35 34.03 52.66

Dec-20 12.63 55.48 98.40 42.85 85.77 42.92 62.05

Jan-21 12.73 56.73 102.71 44.00 89.98 45.98 67.05

% change between Dec-20 and Jan-21

0.8% 2.3% 4.4% 2.7% 4.9% 7.1% 8.1%

* Average prices for 2nd and 3rd positions
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表 3: 世界のコーヒー需給バランス

Coffee year commencing 2016 2017 2018 2019 2020*

% change 

2019/20

PRODUCTION 160 608 167 868 170 242 168 678 171 896 1.9%

Arabica 99 940 98 187 99 873 96 816 101 875 5.2%

Robusta 60 668 69 680 70 368 71 862 70 021 -2.6%

Africa 16 839 17 461 18 579 18 681 18 539 -0.8%

Asia & Oceania 47 930 52 203 48 163 49 493 49 274 -0.4%

Mexico & Central America 20 322 21 752 21 636 19 542 19 544 0.0%

South America 75 516 76 453 81 864 80 963 84 539 4.4%

CONSUMPTION 158 781 161 377 168 491 164 530 166 628 1.3%

Exporting countries 48 334 49 686 50 244 50 002 50 664 1.3%

Importing countries (Coffee Years) 110 447 111 691 118 247 114 528 115 964 1.3%

Africa 10 702 11 087 12 017 12 020 12 240 1.8%

Asia & Oceania 35 068 34 903 36 472 36 002 36 503 1.4%

Mexico & Central America 5 193 5 273 5 431 5 352 5 364 0.2%

Europe 52 148 53 251 55 637 53 680 54 349 1.2%

North America 29 559 29 941 31 779 30 580 30 993 1.4%

South America 26 111 26 922 27 156 26 898 27 180 1.0%

BALANCE 1 827 6 491 1 750 4 148 5 268

Dec-19 Dec-20 % change

2019/20 2020/21 % change

TOTAL 10 812 10 970 1.5% 29 785 31 594 6.1%

Arabicas 6 125      7 031      14.8% 18 367    20 955    14.1%

Colombian Milds 1 512      1 460      -3.4% 4 108      3 940      -4.1%

Other Milds 1 719      1 445      -16.0% 4 614      4 176      -9.5%

Brazilian Naturals 2 894      4 126      42.6% 9 644      12 839    33.1%

Robustas 4 687      3 939      -15.9% 11 418    10 640    -6.8%

In thousand 60-kg bags

Monthly trade statistics are available on the ICO website at www.ico.org/rade_statistics.asp

表 5: ニューヨークとロンドン先物市場の認証在庫

In million 60-kg bags

In thousand 60-kg bags

*preliminary estimates

As the figures in this table are on a coffee year basis, these estimates will vary from the figures published in

Table 1 of Coffee Production Report ( http://www.ico.org/prices/po-production.pdf ), which contains crop year

data. For further details, see the explanatory note at the end of this report.

表 4: 輸出国の総輸出量
October-December

Feb-20 Mar-20 Apr-20 May-20 Jun-20 Jul-20 Aug-20 Sep-20 Oct-20 Nov-20 Dec-20 Jan-21

New York 2.45 2.29 2.11 2.01 1.90 1.82 1.45 1.26 1.30 1.40 1.52 1.75

London 2.57 2.44 2.31 2.18 1.99 1.90 1.85 1.85 2.04 2.24 2.31 2.40

____________________________________________________________________________________________
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＝＝＝ 海外情報トピックス ＝＝＝ 

2021 年 2 月海外情報トピックスは、1 月 28 日付で ICO が公表したプレスリリースについてご案内しま
す。内容は、以下 2 点です。 

（１） 英国（United Kingdom）の ICO 加盟
（２） Coffee Development Report 2020 の公表

同日には Web 会議形式により正式加盟のセレモニーが行われ、英国閣僚（Food Minster）の挨拶ととも
に、英国がEU 離脱発効に伴い単独での ICO 加盟を行ったこと、また英国は ICO 創設時のメンバーであ
るなどが紹介されました。 

セレモニー後、「Value Of Coffee」と題する Webinar が開催され、上記の「Coffee Development Report 
2020」が、コーヒーグローバルバリューチェーン（C-GVC）の視点から、即ち「コーヒー豆からカッ
プへ、農家から消費者へ、そして農業生産から廃棄に至るまで」のバリュー分析に焦点を当てているこ
とが説明されました。
レポートは全 104 ページの大作であることから 2 月海外情報ではICO 事務局長 JoseSette氏 によるレポ 
ートの前文をご紹介し、次月以降にて適宜本文のご紹介をする予定です。

原文は以下URL で入手可能です。（無料） 
http://www.ico.org/documents/cy2020-21/pr-314e-welcome-united-kingdom.pdf 
https://issuu.com/internationalcoffeeorg/docs/ico_cdr20_hr 

会員各位のご参考となれば幸いです。 
武藤（参与） 



PRESS RELEASE 国際コーヒー機関とその新たな
加盟国である英国は「コーヒー
の価値」を探求する

コーヒーディベロップメントレポート2020の発表に先立ち、
英国が国際コーヒー機関に正式加盟した。

London, UK, 28 January 2021 - 国際コーヒー機関（ICO）は2021年の始まりに当り、英
国（UK）を新たな加盟国メンバーとして迎えることを嬉しく思う。 2021年1月28日、ICOは
新メンバーを祝福するセレモニーをバーチャル方式で開催するとともに、ICOの経済分野に
於ける旗艦刊行物としてCoffee Development Report 2020（CDR2020）第2版を公表する。

英国はICOへの加盟手続きを完了し2021年1月1日から独立メンバーとなった。ICOの加盟国
メンバーは現在、世界のコーヒーの生産と輸出の97％、コーヒー輸入の3分の2以上を占め
ている。

英国政府、ビクトリア・プレンティス食品相(Food Minister)は次のコメントを述べた。:

「ここ英国では、1日あたり約9,500万杯のコーヒーが飲用されており、コーヒー業界はサプ
ライチェーン全体に多くの雇用を生み出している。英国が輸入国メンバーとしてICOに正式
に単独で参加したことを喜ばしく思う。この機会に際し、我々は他のメンバーとの協業を継
続し、世界のコーヒーセクターを擁護し、その持続可能性を確保する意思を表明する。」

英国コーヒー協会（BCA）の事務局長であるPaulRookeは、英国（政府）のICO加盟を歓迎し
次のコメントを述べた。:

「英国政府がICO加盟の承認に向けて迅速に行動したことを嬉しく思う。英国のコーヒー産
業は110億ポンドの売上高を有し15万人以上の雇用を提供している。コーヒーは英国にとっ
て重要であり、我々が大好きな飲料の生産を保護し維持する上で主導的な役割を果たすこと
に注力することは、国家として適切な行為である。BCAは、ICOとその加盟国メンバーと協
業し開発のための努力と市場の開放を増進すること、また英国コーヒー産業を支援するため
環境・食糧・農村地域省の同僚たちと継続して協力してゆくことを期待している。

ICO事務局長ホセセッチは次のように述べた。:

「英国は、世界第10位のコーヒー輸入国である。ICOに参加することは、英国がこの貴重な
セクターに投資することを意味する。ICOは加盟国メンバーに対して、コーヒーセクターに
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おけるグローバルレベルでの協力関係と互いの経験から学ぶ機会を提供する。またICOに参
加することで、民間セクター、開発パートナー、より広いコーヒーコミュニティとの緊密な
交流が容易になる。持続可能で豊かなコーヒー産業を確保するためには官民連携が不可欠で
あり、私たちのホスト国である英国の参加を諸手を挙げて歓迎する。1月28日には、英国と
共にフラッグシップレポート「The Coffee Development Report」を発表することを楽しみにし
ている。

（中略） 

このレポートには「コーヒーの価値：コーヒーのグローバルバリューチェーンの持続可能
性、包摂性、回復力」というサブタイトルが添えられている。その分析対象は、グローバル
バリューチェーン（GVC）と言うレンズを通して見たコーヒーセクターであり、合理的な実
証分析に基づいてコーヒーグローバルバリューチェーン（C-GVC）への洞察を提供してい
る。

レポートにおける主要な提言として、コーヒー農家の経済的利益を GVCへの一体化を通して
最大化するためには、市場主導の取組とそれに対する規制の賢明な組み合わせ、官民の利害
関係者間での建設的な対話と共同した行動、およびその協力関係を促進するための正確でタ
イムリーな情報提供の必要性、また、社会的および環境的持続可能性を確保することの重要
性が強調されている。

重要な調査結果として、世界のコーヒー輸出額が1991年の84億米ドルから2018年には356億
米ドルへと4倍以上になっていること、その拡大には英国を含む非コーヒー生産国が重要な
役割を果たしていることが述べられている。

C-GVCコーヒーグローバルバリューチェーンの拡大は民間セクターによって推進されている
が、政府機関にはそれを可能にする環境整備が求められる。2018年の実績では、焙煎コー
ヒー輸出の96％以上、ソリュブルコーヒー輸出の53％以上をヨーロッパや北米などの高所
得地域が占めている。コーヒー加工活動が高所得地域で行われ、それはコーヒーを生産する
低所得の国と地域からの輸入に強く依存していることが示されている。 

レポートが焦点を当てた他の論点には、コーヒー生産者の生活水準向上の条件、包摂性の
ニーズ、高所得層市場をターゲットとするコーヒー生産のための民間主導の生産者能力開発
プログラムの効果、国連の持続可能な開発目標に対するC-GVCの貢献、気候変動や現在の
Covid-19パンデミックなどストレス要因に対するC-GVCの回復力（レジリエンス）、などが
ある。

コーヒーディベロップメントレポート2020は、ドイツ連邦経済協力開発省およびドイツ国
際協力公社（GIZ）の支援を受けたICOチームにより作成された。このレポートは、covid-19
が世界のコーヒーセクターに与える影響を強調した「コーヒーブレイクシリーズ」などの他
のICO研究に基づいており、またそれを補完している。

レポート全文は英語で作成されている。ハードコピーはここからオンライン購入可能、また
無料でダウンロードすることもできる。

ICO Press Contact: Rena Gashumba (gashumba@ico.org) 
（以下、割愛）
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FOREWORD　序文　
いま私たちは、健康、社会、
感情、経済において世界中の
人々の生活に極端な事態をも
たらす世界的な危機としての
covid-19パンデミックにより
深刻な影響を受け悩まされて
いる。緊急事態が速やかに終
了し、復旧が迅速に行われる
ことを願うばかりである。 

悲しいことに、経済不況の進展に伴い、パンデミックは
特に農村地域や世界の最も脆弱で低所得の地域におい
て、貧困、食糧不安、健康に大きな影響を及ぼし、過去
25年間に達成した極貧の削減における貴重な進歩を逆転
させている。

コーヒーセクターも新型コロナウィルスの猛威に晒され
ている。コーヒーの未来、その回復力、そして変化への
適応力が脅かされている。コーヒーバリューチェーンは
前例のない状況に直面し、コーヒーの生産、貿易、小
売、消費のすべてがパンデミックによりダメージを受け
た。コーヒーのサプライチェーンは混乱し、消費水準と
そのパターンの大幅な変化の結果として、需要と供給の
両方がより不安定で不確実になっている。

より大きな背景として、コーヒー価格危機とcovid-19パ
ンデミックの影響が累積することで、すでに生産コスト
を賄うことに苦しむ何百万ものコーヒー農家に大きな危
機的状況をもたらしている、まして家族を養うことは言
うまでも無い。リソースの不足によって、農場とその運
営を維持し更新することや気候変動へ適応するための投
資は大幅な削減され、それによりコーヒー供給の持続可
能性と将来そのものを危うくしている。加えて、コー
ヒーのバリューチェーンの全体、特に若者が営む小売レ
ベルでは最近になって多くの仕事が失われ、低所得者や
最も脆弱な人々に危機的状況が広がっている。

このレポートは、パンデミックがコーヒーセクターに与
えているダメージについてIC Oが迅速に評価を行い、さ
らに、すべてのコーヒー関係者の回復、特にコーヒー農
家とその家族が速やかにダメージから回復出来ることを
促進するための施策オプションと実施パートナーを特定
するものである。1　また、C ovid- 19 パンデミック、気候
緊急事態や気象ショック、政情不安、植物の病害虫、に
対するコーヒーG V C （C - G V C ）のレジリエンスについて初
期の考察も取り入れている。

「コーヒーの価値」、即ち、コーヒー豆からカップへ、
農家から消費者へ、そして農業生産から廃棄に至るまで
のバリューの分析に焦点を当てたコーヒーディベロップ
メントレポート（ C DR）を公表できることを嬉しく思
う。これは、コーヒーセクターの経済的持続可能性に重
点を置きながら、国際貿易の構造的変化とグローバルバ
リューチェーン（ G V C ）の台頭を反映している。このレ
ポートは、世界経済におけるグローバルバリューチェー
ン（ G V C ）が発展途上国および移行経済国の生活に与え
る影響を理解することに焦点を当てた世界銀行作成の世
界開発報告書2020（World Development Report 2020）
に触発されものである。

「コーヒーの価値」、即ち、コーヒー豆からカップへ、
農家から消費者へ、そして農業生産から廃棄に至るまで
のバリューの分析に焦点を当てたコーヒーディベロップ
メントレポート（CDR）を公表できることを嬉しく思
う。これは、コーヒーセクターの経済的持続可能性に重
点を置きながら、国際貿易の構造的変化とグローバルバ
リューチェーン（GVC）の台頭を反映している。このレ
ポートは、世界経済におけるグローバルバリューチェー
ン（GVC）が発展途上国および移行経済国の生活に与え
る影響を理解することに焦点を当てた世界銀行作成の世
界開発報告書2020（World Development Report 2020）に
触発されものである。

1	 �ICO research on covid-19 (https://linktr.ee/ICOResearch) provided key inputs for the preparation of this Report through: the analysis of the effect on coffee demand 
and supply; a consultative process through direct contact with ICO members, the private sector and key development partners; a series of webinars, including a high-
level online seminar held in June 2020 and a survey of the impact of covid-19 on coffee-producing countries.
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このレポートを通じてICOは、コーヒーグローバルバ
リューチェーン（C-GVC）全体の動態と統治およびその長
年にわたる進化についての理解に資するとともに、過去
30年間の国レベルの詳細な統計に基づくC-GVCの新たな定
量分析、コーヒーセクターに統合されたデータに基づい
たケーススタディ、開発についての幅広い議論を提供す
る。ICOはその使命に従って、政策立案者、業界、および
消費者を含むすべてのコーヒー関係者に対して、綿密に
して公正かつ独立したデータと分析を提供する上で重要
な役割を果たしていることを従来にも増して強く確信し
ている。

このレポートは、C-GVCについての健全な経験的分析に基
づいて証拠を提示し、それによって興味深い洞察と提言
を示す最初のレポートの1つである。レポートは初め
て、GVCフレームワーク内での輸出/生産国と輸入/消費国
の二分法を超えて、コーヒーとコーヒー製品の国際貿易
の複雑な現実をより正確に反映するものとした。更に、
コーヒーのグローバルバリューチェーンがSDGｓの達成に
どのように貢献できるかに特に考慮が払われている。

C-GVCは著しい進化を示し、あらゆる形態のコーヒーの
需要と消費が拡大し持続可能なコーヒーまたは認証され
たコーヒーが成長しているにもかかわらず、多くの生産
国とその生産者はG  V  C  への参入するうえでの大きな困
難に直面しており、付加価値と収益向上や繁栄を手にす
る機会を逃している。IC Oは、数百万の小規模コーヒー農
家が国内および国際的なコーヒーバリューチェーンへの
参入を可能とし、持続可能で包摂的で回復力のあるコー
ヒーセクターにおける成長のチャンスから利益を得るた
めに、国内および国際的な支援を結集することを提唱し
ている。

コーヒーディベロップメントレポート2020（C  DR 2020）
ではコーヒーの実在する価値に光を当てたいと考えてい
る。すべての関係者とコーヒーのバリューチェーンのす
べてのセグメントが、コーヒーの生産、加工、商品化を
通じてどのように利益を上げ、生計を立てているのか。 
C  -  G  V  C  の進化と重要な機能を洞察することで、コーヒーの
利害関係者はレポートに記載されているベストプラク
ティス、成功事例と失敗事例、および持続可能性への道
筋を示す政策オプションや技術的ソリューションから有
用な情報を得られるだろう。最後に、構造的な弱点およ
び想定外のcovid-  19  危機の両方に対して如何に対処するの
か、またコーヒー農家をC  -  G  V  C  の高所得セグメントにうま
く統合し、消費者が適正な情報に基づいた購入決定をす
ることで、よりバランスの取れた価値の配分をC  -  G  V  C  の内
部で実現するための市場の透明性とその向上の必要性に
ついて考察している。

最後に、パンデミックにもかかわらず、このタイムリー
なレポートを作成することでICO組織の新しい道を切り開
き遣り遂げるという挑戦を受け入れたICOチーム各位と国
際的な専門家や外部の貢献者に個人的な賛辞を送りた
い。コーヒーセクター全体の持続可能で公正な発展と
人々の繁栄をもたらすことに関心のあるすべての人に刺
激を与えることを願っている。

José Sette 
Executive Director, ICO
ホセ  セッチ　
国際コーヒー機関事務局長
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